
北薩地域振興局保健福祉環境部発行

川薩・出水保健所における定点報告疾患

北薩感染症情報
2024年第3週（1月15日～1月21日）
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◎： 警報発令中 ○： 注意報発令中
注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

インフルエンザ 30.0 10 .0 10 .0 110 116 16 .57 ↗ ◎ 76 66 13 .20 ↓ ◎

COVID-19 － － － 69 137 19 .57 ↗ － 38 146 29 .20 ↗ －

RS － － － － － － → － － － － → －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － 13 22 5.50 ↗ ◎ 21 13 4.33 ↓ ◎

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 17 28 7.00 ↗ － 26 14 4.67 ↓ ◎

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 38 51 12 .75 ↗ － 33 50 16 .67 ↗ －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 － － － → － － － － → －

手足口病 5.0 2 .0 － － 6 1.50 ↗ － 1 3 1.00 ↗ －

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － － － － → － － － － → －

突発性発疹 － － － － 1 0.25 ↗ － 1 － － ↓ －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － － － － → － － － － → －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 － 1 0.25 ↗ － － － － → －

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － － － － → － →

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 3 7 7.00 ↗ － →

細菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － → － － － － → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － － → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － → － － － － → －

－ － － 1 － ↓ － 1 2 ↗ －

－ － － 1 － ↓ － 2 14 ↗ －

－ － － 252 369 ↗ 199 308 ↗

前週
報告数
（人）定点報告数

定点
報告数

出水保健所管内

今週
報告数
（人）

内科・小児科
定点

指定医療機関からの
インフルエンザ入院報告

指定医療機関からの
COVID-19入院報告

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内

前週
報告数
（人）

警　報
注意報

今週
報告数
（人）

前 週
からの
増 減

基幹定点

報　告　数　合　計

＜注意報・警報レベル＞
・川薩保健所管内 　　インフルエンザ（警報レベル），咽頭結膜熱（警報レベル）
・出水保健所管内　 　インフルエンザ（警報レベル），咽頭結膜熱（警報レベル），A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎（警報レベル）
　
　＜全数報告＞
・川薩保健所管内　 　つつが虫病1例
・出水保健所管内　 　つつが虫病1例
　
＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
・川薩保健所管内　 　学年閉鎖：薩摩川内市１件
・出水保健所管内　　 なし

小児科定点

眼科定点

警　報
注意報

定点
報告数

前 週
からの
増 減



★第３週に関しては先週と比較して報告数が増加している疾患が目立ちま
す。特に新型コロナウイルス感染症についてはどちらの地域についても急

増している印象ですので，気をつけましょう。川薩ではインフルエンザと
咽頭結膜熱が，出水ではインフルエンザと咽頭結膜熱，A 群溶血性レンサ
球菌咽頭炎の警報が引き続き発令中です。インフルエンザ様疾患による学
年閉鎖が薩摩川内市で 1 件ありました。寒くて憂鬱かもしれませんが，石
鹸やアルコールによる手指衛生，うがい，換気をしっかり行いましょう。

46W 47W 48W 49W 50W 51W 52W １W 2W 3W

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 49 .71 61 .00 60 .14 31 .71 26 .14 17 .71 23 .86 11 .14 15 .71 16 .57

  COVID-19 － － 0.57 2.43 2.43 3.00 4.14 3.14 4.29 5.00 9.86 19.57

　ＲＳウイルス感染症 － － － － － － － － － － － －

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 3 .75 1 .75 1 .50 2 .00 0 .75 2 .75 4 .00 2 .00 3 .25 5 .50

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 2.75 1.50 1.25 0.75 3.00 2.75 3.00 0.50 4.25 7.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － 1.25 3.00 3.00 14.50 10.25 21 .50 26 .25 5 .50 9.50 12.75

　水痘 2.00/1.00 1.00 － － － － － － － － － －

　手足口病 5.00/2.00 － 3.75 1.25 1.50 1.25 2.00 3.25 0.75 0.25 － 1.50

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － － － － － － － － － －

　突発性発疹 － － 0.25 － － 1.25 0.75 0.75 － － － 0.25

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － － － － － － － － － － －

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － 0.25

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 － － － － － － － － － － －

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 － 1.00 4.00 2.00 4.00 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 7.00

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

46W 47W 48W 49W 50W 51W 52W １W 2W 3W

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 35 .80 56 .60 34 .80 42 .80 44 .60 30 .80 33 .60 11 .20 15 .20 13 .20

　COVID-19 － － － 0.80 0.60 1.40 1.00 1.60 2.60 4.40 7.60 29.20

　ＲＳウイルス感染症 － － － － － － － － － － － －

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 4 .67 5 .00 6 .33 13 .67 9 .33 9 .67 12 .67 6 .00 7 .00 4 .33

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 2.67 3.00 2.67 6.67 6.67 2.33 5.33 4.67 8 .67 4 .67

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － － 0.67 2.33 8.00 4.67 8.00 5.00 4.00 11.00 16.67

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.33 － 1.00 － 0.67 0.33 0.67 － － －

　手足口病 5.00/2.00 － 1.67 1.33 0.67 2.00 0.33 1.33 1.00 0.33 0.33 1.00

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － － － － － － － － － －

　突発性発疹 － － － － 0.67 － － 0.33 － － 0.33 －

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － － － 0.33 － － － － 0.33 － －

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － －

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

注意報
基準値

疾病
警報/終息

基準値

小児科定点

眼科定点

定点種別

内科・小児科
定点

内科・小児科
定点

定点種別 疾病
注意報
基準値

基幹定点

警報/終息

基準値

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

基幹定点

小児科定点

警報発令中 注意報発令中



旅行から帰ってきたらしばらくは
健康観察を行いましょう。

よくある症状は…？

・発熱 ・胃腸症状（下痢など） ・皮膚の異常 ・咳
※病原体や菌量等により異なります

情報整理
・旅行先 ・旅行期間 ・旅行目的
・旅行中の行動 虫刺されの有無
・宿泊先の状況（虫除け対策状況など）
・動物との接触の有無
・症状の経過

虫刺されや付着していた虫，皮膚の異常
の経過などは写真を撮っておくと◎

国ごとに流行している感染症は

異なります。また，動物との接触
も感染源解明のヒントになります

ので細かく思い出しましょう。

次ページのチェックリストもぜひご利用ください。

旅行後は健康観察をしましょう

皆様，年末年始はどのように過ごされましたか？帰省された方，国内旅行
に行かれた方，海外に行かれた方など，過ごし方は人それぞれかと思いま
すが，帰宅後は必ず，自身の健康チェックをしましょう。

特に海外渡航後，何らかの体調不良を訴える方は，実に全旅行者の数十
パーセントに及ぶと言われ，中でもよくみられる症状は，下痢などの胃腸症
状，皮膚の異常，咳，そして発熱です。国外で流行している感染症の中には，
数週間から数か月あるいは数年たってから生じるものもありますので，旅行
先での情報を整理し，長めに健康観察を行いましょう。





子どもへできる呼びかけ

・石けんでの手洗い，うがい，アルコール消毒
（特に食事前・トイレ後・外出後）

・定期的な換気
・咳症状があるときの不織布マスク着用
・毎日の健康観察
・体力作り
・十分な睡眠時間の確保

自身も子どもと一緒に
行いましょう

感染拡大防止のために…

・体調が優れない様子である時は登校・登園させない
・有症状時のイベントや行事への参加を避ける（無理をさせない）
・吐物や下痢は手袋を着用のうえ，使い捨てのペーパータオルや雑巾で

外側から内側に拭き取る（その後，半径２mを次亜塩素酸で消毒）
・多くの人が触れるドアノブや手すり，ボタン，スイッチ等は1日1回エタノール

消毒（冬場はノロウイルス予防のため次亜塩素酸で消毒）を行う
※床・壁・ドアは水拭きで十分

子どもにおける感染症対策について

冬休み期間に入り，感染症情報第52週報と第１週報では，報告数が全体

的に減りました。年末年始は北薩地域外で過ごしたり，病院受診が難しいこ
とが予想されるため，本来の感染症の傾向を捉えにくい時期です。数値が下
がっても感染症対策は怠らず，しっかりと予防に努めましょう。

また，学校や家庭内については大人が率先して感染症予防に取り組みま
しょう。換気や食事前とトイレ後の手洗い・うがいの声かけなど，日々の生活
の中で習慣化させましょう。

新学期が始まりました！
※学校により冬休み期間は異なります





感染しないようにするには…？

①手を洗う
②正しくマスクを着用する
③うがいもしっかり行う

（ブクブクうがい→ガラガラうがい）
ブクブクうがい

（口腔内の雑菌を排出）
ガラガラうがい

（のどの奥までゆすぐ）

どんな症状が出るの…?
・発熱
・咽頭痛（のどの痛み・腫れ）
・全身倦怠感
・嘔吐
・舌が赤く腫れる（苺状）
・全身の発疹（特に腋窩や鼠径部）

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎とは...？

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎とは，上気道炎や化膿性皮膚感染症などを
引き起こす，Ａ群溶血性レンサ球菌を原因菌とする感染症です。冬及び春
～初夏に流行します。潜伏期（病原体に感染してから症状が現れるまでの
期間）は２～５日（伝染性膿痂しん（とびひ）では７～10日）です。

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎はいずれの年齢でも起こり得ますが，学童
期の小児に最も多く，3歳以下や成人では典型的な臨床症状が出ることは

少ないとされています。また，健康保菌者（体内に細菌などを保有している
が症状が出ておらず，健康に見える者）が15 〜30%あると報告されていま

すが，健康保菌者からの感染はまれと考えられています。ヒトとヒトとの接
触の機会が増加するときに起こりやすいため，家庭や学校などの集団での
感染も多い傾向にあります。

・飛沫感染
・接触感染
・経口感染

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の
警報が発令されました！！！



避難所においても感染症が
広がりやすいのでご注意を！

哺乳瓶は次亜塩素酸ナトリウムまたは熱湯で消毒し，
衛生的な環境で調乳しましょう！

ご高齢の方は吐物による誤嚥性肺炎にも
気をつけましょう！

避難所での異変に気づいたら，近くの職員に伝えましょう！

避難所における感染症流行？

自然災害自体は感染症発生の増加をさせるものではありません。しかし，
大規模災害の被災地において集団生活を余儀なくされるため，感染症疾患
の集団発生や拡大を防止することが大切です。日本において，避難所等で
の集団感染発生頻度は明らかになっていませんが，東日本大震災や熊本
地震では避難所におけるインフルエンザや感染性胃腸炎の流行が実際に
報告されています。

自身が避難所生活になったときやボランティアとして避難所を訪れた際に
感染症に感染しない，感染を拡大させないために今のうちに知識を身につ
けましょう。

・飛沫感染
・接触感染
・経口感染

具体的な感染対策とは…？

【ボランティアスタッフ】
・体調がすぐれない場合は無理して従事せず，しっかり休む。
・料理を扱う際は必ず石鹸で手を洗い，手袋とマスクを着用する。
・必要時以外は手袋は外し，手指衛生を行う。手袋を外す際も汚染しない

ように注意する。

【被災者】
・家族間でもできるだけ段ボールをはさむなどして一定の距離を保つ。
・内履きと外履きを履き分ける。
・トイレ後と食事前は特に石鹸とアルコールを利用し，手指衛生を行う。
・吐物や便が衣服等に付着した場合は，直ちに袋に入れる。


